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研究要旨

ミャンマーの工科系大学で、日本式の労働安全衛生に関する講義を継続的に開講し、

日本的な安全衛生習慣を持った技術者を育成することで、ヤンゴン地域のティラワに

進出している日本企業で日本式の労働安全衛生教育を受けたミャンマーの工科系大学

の学生が活躍できることを目的とした安全衛生教育カリキュラムと教科書の作製。

A．研究目的

最大都市ヤンゴンの近郊Thilawaに日本とミャ

ンマー政府が協力して大規模な工業用地を開発し

日本企業を誘致しているが、ミャンマーでは安全

衛生に関する知識導入や啓蒙活動は不十分であ

る。また政府は、その重要性については理解して

いるものの法体系の整備も遅れているのが現状で

ある。

そこで、本研究ではミャンマーの工科系大学で、

日本式の労働安全衛生に関する講義を継続的に

開講し、日本的な安全衛生習慣を持った技術者を

育成するためのテキスト（2018 年～2019 年に試

行したものを改善）の作成を行い教科書として出

版する。

B．研究方法

日本式安全衛生教育のためのカリキュラムの開発

とテキストの作成にあたっては、愛媛大学で用い

ている初任者向け教育用教材を基にテキスト原

案を作成し、教科書として出版する。

C．研究結果

これまでに作成したミャンマーの工科系大学向け

に安全衛生教育教材とカリキュラムの原案を基

に、テキストを本事業の研究分担者の専門分野を

考慮して分担作成を依頼した。分担作成したテキ

スト原稿をまとめ、分担者であるルース先生に英

文校閲と最終調整を依頼し、テキスト作成を行っ

た。その後、作成されたテキストの内容について、

ミャンマーの工科系大学の教員による確認作業

を行った。この原稿を基に、冊子版と電子版の教

科書を出版した。

D．考察
これまでの試行から改善した安全衛生教育

教材とカリキュラムを実施するために分担者

全員でミャンマーの工科系大学３大学で使用

できるテキストを作成した

安全衛生概念が未発達な国情を考慮して、こ

テキスト作成で特に意識したのは、なぜ安全が

必要なのか？という点を強調し、さらに日本の

安全衛生教育現場の初任者向けの安全衛生の

最も基本的な内容に限定して、①なぜ安全衛生

が必要なのか、②リスクマネジメント、③安全

を守るための組織と行動に限定してテキスト

を作成した。出版した教科書は、国内では、留

学生や技能実習生の安全教育にも使用できる。

E．結論

  ミャンマーをはじめとして、十分に安全文化

が成熟していない国々の学生や労働者向けの

カリキュラムを立案し、それに沿った教科書を

発行できた。国内では、留学生や技能実習生の

安全教育に使用できる。

F．研究発表

  1.  論文発表 ： なし

  2.  学会発表 ：

    研究代表と同じ
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